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１．はじめに 

エネルギー安全保障はエネルギー供給の量的安定性を目

指すものであるが,量と価格は相関し,価格的安定性も求め

られる.この場合,エネルギーの経済性との関係を整理する

必要が生じ,その際,需給逼迫度の考え方が有効となる. 

エネルギーの需要曲線には当該経済社会のエネルギー最

低必要量に対応する屈曲点 X が存在し,その前後で価格弾

力性が大きく変化するため,おおよそ L 字型の形状を呈す

ると考えられる.屈曲点の左方では需給逼迫を生じ,価格の

上昇によって消費者余剰が大きく減少する.このような状

態において価格の上昇を抑制しようとするのが,エネルギ

ー安全保障における価格的安定性と考えられる. 

２． 需給逼迫度と備蓄必要量 

需給逼迫度の考え方は備蓄必要量を算定する上で重要な

役割を果たす.かつてエネルギー安全保障が対応すべきリ

スクは主に石油の輸入に伴う地政学的リスクであった

が,21 世紀に入ってから自然災害による被害まで含むに至

った.エネルギーにおける石油の比重も低くなっており,石

油純輸入量を基準とした備蓄では不十分となっている.  

むしろ,当該経済社会のエネルギー最低必要量を直接的

に推定して,その供給が中断･途絶した場合の日数を仮定し,

それに応じた備蓄量を算出することが有用となろう. その

際,需要曲線の屈曲点 Xの位置を同定する手法がありうる. 

３．経済成長と需給逼迫度 

 通時的に考えれば,経済成長とともにエネルギーの需要

は増大し,L 字型需要曲線は右方に移動する（図 1 参照）.

この場合,供給曲線の短期的な変動により,需給逼迫がもた

らされる危険が高まる.  

この議論を共時的に考えれば,経済発展が進んだ先進国

の需要曲線のほうが発展途上国の需要曲線に比べて右方に

位置し,エネルギー安全保障の必要が高まると言える. 

図 1 経済成長と需給逼迫度 

４．資源制約と需給逼迫度 

エネルギーの供給面では,化石燃料を中心に資源制約が

強く働くので,供給曲線においても屈曲点 Y が存在し,供給

曲線は逆 L 字型の形状を呈すると考えられる.資源制約が

厳しい状況下では,短期的な需要変動によってもエネルギ

ー需給逼迫が生じ,価格の急上昇が予想される. 

長期的には,資源制約が顕在化するにつれ,供給は価格に

対して次第に非弾力的になり,かつ供給曲線は左方に移動

すると想定される（図 2参照）.  

長期的には需要も増大して需要曲線が右方に移動するの

で,新たな需給の均衡点 E’は需要曲線の屈曲点 X’,供給

曲線の屈曲点 Y’に近づき,需給逼迫に陥る危険性が高ま

るといえる.  

図 2 資源制約と需給逼迫度（長期） 

＊一般財団法人日本エネルギー経済研究所アジア太平洋エネルギ
ー研究センター研究部長 

〒104-0054東京都中央区勝どき 1-13-1（イヌイビル・カチドキ）

IEEJ：2018年3月掲載 禁無断転載

本論文は第34回エネルギーシステム・経済・環境コンファレンスで発表されたものを転載許可を得て掲載いたしました。

お問い合わせ: report@tky.ieej.or.jp

mailto:kazutomo.irie@aperc.ieej.or.jp



